
 

 

 

 

 

 

 

始業式 9月の合言葉は・・ 
 

 

  

始業式の校長講話は、左の「１０歳の君に贈る、心を強くする２６の言葉」と

いう本からお話をしました。「人生の疑問に古代から現代までの哲学者たちが答

えてくれる。生きるヒントを哲学者から学ぶ」という本です。 

疑問①「どうしてルールを守らなくちゃいけない

の？」という答えは、イングランドの政治哲学者トマ

ス・ホッブスの『自然状態では、万人の万人に対する

闘争がおきる」という言葉を紹介しました。ホッブスは「自然状態」

とは、ルールのない無法地帯のことで、富や権力を求めて戦い合い、

人は人に対してオオカミになると主張しました。争いをしないため

にも統治が必要となって、ルールができました。ルールは、自分以

外の人と一緒にいるために必要なものです。そして大事なことはそ

の時、場所、状況によってルールは変わり、人と共存するためには、

「このルールは必要かな？」と考えることも大事です。そこで、自

分以外の人と一緒にいるために、今大江小で今一番大事なルールは

何だろう？』と問いかけました。それは「命を守るルール」です。

正しくマスクをつける、黙って食べる、などです。そして新しいル

ールもできました。「学校では同じ学年の人と遊ぶ。自分の教室以

外は入らない。」です。感染防止のた

めのこの期間の新しいルールです。 

疑問②「どうして勉強するのだろう」

には、イギリスの哲学者フランシス・

ベーコンの『知は力なり』という言葉を紹介しました。勉強をした

知識は、自分の力になります。この力があればあるほど、人生の選

択肢が増えて、大人になった時に役に立つものです。ゲームも手

持ちの武器や技が多い方が強い。現実も同じで、知識が増えると、

人生の選択肢・・保育士、医者、建築家、YouTuber、公務員な

どなど・・自分の生き方を自由に選べるようになります。「だか

らどんな状況になっても大江の子どもは学び続けるのです。」と

みんなに宣言しました。9月から誰も経験したことのない「3日に

1日登校」が始まります。「お家での学習も学校と同じ、8時20

分になったら学習の準備を始めます。パジャマのままとか、おやつ

を食べながらとか、テレビを見ながら・・なぁんてだめよ」と言い

ました。メリハリをつけて生活してほしい

ですね。我慢の9月になります。でも、コ

ロナが静まりみんなが元気であれば、2学

期は楽しい行事がたくさんあります。休み

時間に出会った女の子が「校長先生、我慢すればいいことがあるんで

すよね。」といいました。その通り！今は我慢して不要不急の外出を

さけ、感染防止をしっかりして、みんなで2学期の楽しい行事ができ

るよう、がんばりましょう！！ 
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今日はオンライン授業の準備を、どの学年もやっていました。さすが 4年生以上。落ち着いた授業態度でした。4 年生以上は

今日は１３時半からお家に帰ってからの接続練習。どうだったかな？明日の 13 時半からは全学年で接続練習をします。 

一人一人が『命をまもるルール』を守り、どんな状況でも 学び続ける 大江の子 

今日の始業式は、2 年生と 5 年生が代

表で「2 学期の抱負」を発表してくれまし

た。1 学期を振り返り自分を成長させる

ために何をすべきか、堂々と発表するこ

とができました。とても感心しました。 

学校が始まり、車や自転車の数が増えました。十分注意させてくださ

い。特に自転車は歩道をびゃんびゃん来ますので本当に恐いですね。 


